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集中改革プラン (行財政改革推進計画 ) ④
八頭町の行政改革5

実施項目 実施内容 効果 /
数値目標

実施年度
最終目標等 主管課

H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

①
第3セ
クター等
　

若桜鉄道、クローバー
バスの経済効果等を
調査するとともに、町
民に公表し、今後の交
通体系のあり方につ
いて調査研究する。

新たな交通体系の構
築が図られる。/平成
18年度中の方針決定
を目指す。

協　　議

検　　討

方針決定

→ → → → 総務課

②
指定管理
者制度　

公募を基本とし、対
象施設を拡大する。

経常経費を削減する
ことができる。/平成
18年度から一部実施
する。

調　　査

研　　究

実　　施

再 研 究

実　 施
実　　施 → → 各　課

③
民間委託
の推進　

給食センター、保育
所などの民間委託の
調査・研究を実施す
る。

費用対効果、サービ
スの向上が図られる。
/5ヵ年計画で進める。

調　　査

研　　究
→

検　　討

協　　議
→ →

統廃合の問題も含
め検討協議する。

各　課

④
公民館機
能の充実

地区公民館を全ての
校区に設置する。

地域の一体感の確保や
施設相互間の連携強化
が図られ、積極的な事
業活動を展開すること
ができる。/ 平成 18
年度から実施する。

実　　施 → → → → 教育委
員会

⑤
町民自治
の推進　

平成18年度から新
たな仕組みで各種補
助金制度などの支援
をする。

地域づくり活動の支
援が図られる。/平成
18年度から実施。 実　　施 → → → → 各　課

⑥
多様な勤
務形態の
実施　　

施設開館、住民サー
ビスの多様化を踏ま
え、土日開館等を行
う。

行政サービスの充実が
図られる。/時差勤務、
勤務時間割振り変更等
で対応する。

試　　行 実　　施 → → 各　課

⑦
団体の育
成・自立

町が行っている団体
の事務の見直し。

団体の育成強化・自立
促進が図られる。/平
成21年度実施に向け
総合的に調整する。

調　　査

研　　究
→

協　　議
検　　討
方針決定

実　　施 →
各　課
　

⑵事業への参画の推進
指定管理者制度の拡大、公民館機能の充実及び町民自治の推進などについて示しています。

＊今回で集中改革プラン（行財政改革推進計画）の掲載は終了します。なお、行政改革大綱、集中改革プランについては、
　ホームページでご覧いただけます。
  今後も行政改革にかかわる内容については、随時掲載していくこととしています。

実施項目 実施内容 効果 /
数値目標

実施年度
最終目標等 主管課

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

①
情報提供
と説明責
任　　　

町民に行政に関心を
持ってもらうために
いろいろな媒体で情
報提供する。

幅広く町民が参画でき
るようになる。/ 平成
18年度から実施する。

実　　施 → → → →

いろいろなところ
で町政を語ること
により、町民に意
見をいただく。(行
政懇談会、町長と
語る会 : 平成 17
年度から実施。)

企画人
権課　

②
情報の共
有化に向
けた取り
組みの強
化　　　

議事録などの会議概要
について、ホームペー
ジなどで公開する。

議論の経過が町民に周
知できる。/平成19年
度中の実施を目指す。 調　　査

研　　究

検　　討

協　　議

実　　施

→ → → 各　課

③
町民と行
政との協
働の地域
づくり　
(施設の統
廃合含む )

ボランティアやNPO
団体等の支援・育成
を図る。

人材育成に寄与する。
/ 平成 18 年度から実
施する。

実　　施 → → → →
総務課

各　課

保育所施設の統廃合
を進める。

特別保育事業がどの保
育所でも可能となり充
実した保育を行うこと
ができる。/ 適正箇所
数に再配置する。13
施設をおおむね小学校
の設置数とする。

検　　討

協　　議

住民への
説明会の
実施　　

実施準備 → →

検討委員会等を設
置し、その意見等を
踏まえ、議会・住民
と協議し、平成18年
度から検討・協議。
(段階的に進める方針)
[平成26年度目標 ]

福祉課

小学校で1学年2学
級以上を目安に学校
の統廃合を行う。

適正規模での学校運営
により、学力・資質
の向上が図られる。/             
小学校8校→4校            

検　　討

協　　議
→

住民への
説明会の
実施　　

→ 実施準備

研究会の意見を踏
まえ、議会・住民と
協議し、平成18年
度から検討・協議。
[平成26年度目標 ]

教育委
員会　

中学校で1学年3学
級以上を目安に学校
の統廃合を行う。

適正規模での学校運営
により、学力・資質
の向上が図られる。/                    
中学校3校→1校     

検　　討

協　　議
→

住民への
説明会の
実施　　

→ 実施準備

研究会の意見を踏
まえ、議会・住民と
協議し、平成18年
度から検討・協議。
[平成26年度目標 ]

教育委
員会　

給食センターの統廃
合を行う。

献立の統一及び栄養管
理の充実が図られる。
/3ヵ所を1ヵ所にする。

検　　討

協　　議
→ 実施準備 → →

関係者の意見を踏まえ、
議会・住民と協議し、平
成23年度目標とする。

教育委
員会　

実施項目 実施内容 効果 /
数値目標

実施年度
最終目標等 主管課

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

④
選　　挙

投票所の統廃合を図る。 経費削減となる。/現行
の43ヵ所を再編する。

調　　査

研　　究

検　　討

協　　議
実　　施 → →

選挙管
理委員
会　　

⑤
町民参加
手法の導
入　　　

政策形成にあたって
町民からの意見を尊
重する。

町民と行政との協働に
よる行政運営を実現す
ることにより、公正性、
透明性を確保すること
ができる。

調　　査

研　　究
導　　入 → → →

関係者の意見を踏
まえ、議会・住民と
協議し、平成23年
度目標とする。

企画人
権課　

⑥
町民参加
の拡充　

町民とともに町づく
りを進めていくため、
各種委員会、審議会
等の女性登用率の向
上に積極的に取り組
み、町民参加の拡充
を図る。

幅広く意見やアイデア
を吸い上げることがで
きる。/ 平成 21 年度
を目標に女性登用率
40%を目指す。

目標に向
け推進　 → → 目標到達 → 各　課

広報2月号に引き続き、集中改革プラン4を掲載いたします。

　今回は、2つの柱の1つである町民との協働による改革の推進の⑴行政への参画の推

進、⑵事業への参加の推進における実施項目、それにともなう実施内容、効果・数値目標、実施

年度を公表するものです。

※〈数値目標の実効性を期するため実施年度を示すことにより、その推捗状況を管理する機能を持たせています。〉

 2．町民との協働による改革の推進

 重点項目

⑴行政への参画の推進
　情報の共有化に向けた取り組み、町民と行政との協働の地域づくりなどについて示しています。
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公共交通の
現在と将来について
～平成18年６・８月号に引き続き
　公共交通問題をとりあげます～

ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
住
民
説
明
会
を
開
催

平
成
18
年
８
月
に
、
私
都
・
大
江
の
６

会
場
に
て
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
運
行
の
住

民
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
19
年

１
月
１
日
を
も
っ
て
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス

私
都
・
大
江
線
の
減
便
運
行
・
日
祝
日
の

運
休
を
し
た
い
旨
の
お
願
い
を
す
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
、
上
私
都
・
大

江
か
ら
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
要
望
や
経
過
を
踏
ま
え
、
こ
の
改
正

案
は
実
施
を
引
き
延
ば
し
、
平
成
19
年
４

月
１
日
よ
り
改
正
と
す
る
措
置
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
意
見
の
中
に
は
列
車
と
の
接
続

を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
り
、
鳥
取
自
動
車 

（
株
）
に
お
願
い
を
し
、
ダ
イ
ヤ
を
変
更

す
る
措
置
を
と
っ
た
便
も
あ
り
ま
す
。
今

後
も
関
係
者
間
で
調
整
し
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

鳥
取
県
の
バ
ス
運
行
補
助
制
度
、
Ｈ
19
以

降
の
方
針
が
決
定

平
成
18
年
２
月
に
県
が
打
ち
出
し
た
見

直
し
案
は
、補
助
要
件
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

従
来
の
路
線
バ
ス
は
廃
止
・
統
合
等
余
儀

な
く
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
地

元
住
民
の
理
解
や
代
替
手
段
を
確
保
す
る

に
は
時
間
が
か
か
る
と
判
断
し
、
結
果
18

年
10
月
以
降
の
運
行
よ
り
、
２
年
間
の
経

過
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
新
補
助
制
度
へ
移

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

八
頭
町
行
政
懇
談
会
を
実
施

平
成
18
年
10
月
に
、
町
内
14
会
場
で
行

政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
、
公
共
交
通
の
現
状
を
説
明
し
、

若
桜
鉄
道
の
存
廃
問
題
、そ
の
他
諸
課
題
、

利
用
促
進
策
等
に
つ
い
て
町
民
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
若
桜
谷
の
公
共
交
通
を
考
え
る
協
議
会
」

の
進
捗
に
つ
い
て

平
成
18
年
11
月
17
日
、「
第
３
回
若
桜

谷
の
公
共
交
通
を
考
え
る
協
議
会
」
が
開

催
さ
れ
、
交
通
体
系
の
ケ
ー
ス
別
の
収
支

検
討
が
な
さ
れ
、
５
ケ
ー
ス
に
絞
り
、
今

後
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。採

算
性
だ
け
に
留
ま
ら
ず
住
民
の
視
点

も
検
討
条
件
に
加
え
、
若
桜
谷
に
と
っ
て

最
適
で
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を
検
討

し
て
い
く
方
針
で
す
。

ま
た
、
同
協
議
会
で
は
11
月
に
、
若
桜

鉄
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
八
頭
町

2
，
0
0
0
世
帯
、
若
桜
町
1
，
0
0
0

世
帯
）
を
実
施
し
、
現
在
集
計
中
で
あ
り

ま
す
。
次
回
（
３
月
予
定
）
協
議
会
で
は

結
果
が
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

将
来
へ
の
公
共
交
通
の
在
り
方
は
？

路
線
バ
ス
は
住
民
に
と
っ
て
特
に
身
近

な
公
共
交
通
で
あ
り
、
ま
た
鉄
道
も
大
量

輸
送
と
定
時
性
の
確
保
に
お
い
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
住
民

生
活
の
基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
交
通

機
関
で
す
。

事
業
経
営
の
収
支
・
赤
字
額
等
に
関
心

は
向
き
ま
す
が
、
本
来
の
目
的
は
、
地
域

に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
、
公
共
交
通
の

点
か
ら
い
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
、
よ
り
良
く
再
生
す
る
た
め
に
は
、
採

算
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
赤
字
額
は
自

治
体
の
負
担
、
ひ
い
て
は
住
民
の
負
担
で

あ
り
ま
す
。

今
後
の
政
策
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
意
志
を
問
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若桜鉄道は一部区間の運賃変更と
定期運賃割引率が変更となります

クローバーバス
私都線・大江線の運行変更について

平成18年12月7日の取締役会において、
下記の点についての変更を行うこととなり
ました。

若桜鉄道を取り巻く情勢は非常に厳し
く、とりわけ少子化、過疎化、モータリゼ
ーションの急激な進展、燃料の高騰は鉄道
経営の圧迫に拍車をかけています。

経営改善の一助とするため、沿線住民や
学生の方々にはご理解を賜りますようお願
い申し上げます。

1八頭高校前駅―郡家駅間における特
別運賃を現行60円から100円に変更し
ます。

2通学定期の割引率を現行50％から40
％に、通勤定期の割引率を現行40％
から35％に変更します。

3実施日は平成19年4月1日からとしま
す。

【お問い合わせ先】若桜鉄道　☎ 82 － 0919

平成 18 年 8 月に、6 会場で開催したクローバーバス運
行の住民説明会において、減便・日曜祝日の運休とするこ
とにご理解をいただくようお願いをいたしました。

路線バスの赤字額が、そのまま町の補助金額となる制度
のもと、町財政の厳しい折、負担も増してきており、今後
も少子化や補助制度の見直し等踏まえる必要があります。

公共交通の諸施策として路線バスの維持については重
要課題と認識してはおりますが、存続するための一定の削
減となりますことは、苦渋の選択ではありますが、ご理解
賜りますようお願い申し上げます。

尚、JRのダイヤ改正が 3月に予定されており、クローバ
ーバスのダイヤの編成にあたりましては現段階では流動的で
あり、平成19年4月1日の変更実施に向け、町ホームペ
ージやバス停留所等にてお知らせすることとしております。

事情ご賢察のうえ、ご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
【お問い合わせ先】
八頭町役場総務課　☎ 76－0201
鳥取自動車　　　　☎ 73－0111

平成18年度クローバーバス運行費補助金算定額（平成17年10月1日～18年9月30日運行分）

系
統
No

運行系統名
関係市町村 運行回数

単位 : 回

（  ）は
前年度

乗車密度

単位 : 人

（  ）は
前年度

輸送量

単位 : 人

（  ）は
前年度

系統別損益

単位 : 円

（  ）は
前年度

八頭町補助額

単位 : 円

（  ）は
前年度

新市町村 旧市町村
起点 経由地 終点

ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス

広
域

私都 落　岩 堀越・郡家駅
八頭町船岡支所 大江車庫 八頭町 郡家町

船岡町
1.0

（1.0）
2.2

（2.5）
2.2

（2.5）
△ 1,551,889　
（△ 1,269,437）

 779,471　
（634,719）

大江 郡家駅 八頭町船岡支所 大江車庫 八頭町 郡家町
船岡町

7.4
（7.4）

1.5
（1.6）

11.1
（11.8）

△ 6,251,154　
（△ 6,203,230）

3,515,011　
（3,622,902）

単
独

私都 落　岩 堀越・市場
麻生 郡家駅 八頭町 郡家町 9.8

（9.8）
1.0

（1.4）
9.8

（13.7）
△ 10,132,075 　
（△ 9,220,783）

10,132,075　
（9,220,783）

国中 郡家駅 土師百井・国中
久能寺 郡家駅 八頭町 郡家町 1.6

（1.6）
0.1

（0.0）
0.1

（0.0）
 △ 726,489　
（△ 729,445）

726,489　
（729,445）

国中 郡家駅 久能寺・国中
土師百井 郡家駅 八頭町 郡家町 0.8

（0.8）
0.7

（0.5）
0.5

（0.4）
△ 251,046　
（△ 282,403）

251,046　
（282,403）

※ 尚、本表とは別に日本交通路線への八頭町補助額は 計 4,266,497 円 となっています。
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鳥
取
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
は
４
月
８
日

４
月
８
日(
日)

は
、
任
期
満
了
に
伴
う
鳥
取
県
知
事
並
び
に
鳥
取
県

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
、
選
挙
公
報
や
演
説
会
な
ど
で
、
候
補
者
の
主
義

主
張
を
よ
く
聞
き
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

投
票
は
お
早
め
に

４
月
８
日
の
投
票
日
の
投
票
時
間
は
、

第
１
投
票
区
（
姫
路
公
民
館
）、
第
２
投

票
区
（
郡
家
農
産
物
共
同
集
出
荷
施
設
）

は
午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
第

36
投
票
区
（
佐
崎
わ
さ
び
集
出
荷
施
設
）、

第
37
投
票
区
（
清
徳
公
民
館
）
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
の
投
票
所
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
の
で
、
時
間
に
遅
れ

な
い
よ
う
早
め
に
投
票
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

投
票
用
紙
は
お
間
違
い
な
く

知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
は
白
色
で
赤

い
文
字
の
、
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
用
紙
は
薄
い
黄
色
で
黒
い
文
字
で
す
。

投
票
用
紙
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
よ
く

確
認
し
て
か
ら
記
入
し
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
選
挙
の
開
票
結
果
で
は
、

投
票
用
紙
を
間
違
え
て
記
載
し
た
た
め
、

無
効
票
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
投
票
所
に
出
か
け

て
投
じ
た
貴
重
な
一
票
が
、
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
期
日
前
投
票
を

投
票
日
の
４
月
８
日
に
、
都
合
が
悪

く
投
票
所
に
い
け
な
い
方
の
た
め
に
、
期

日
前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
を

持
っ
て
最
寄
り
の
期
日
前
投
票
所
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
の
受
付

は
、
知
事
選
挙
は
３
月
23
日
（
金
）
か

ら
、
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
３
月
31

日（
土
）か
ら
行
い
始
め
、４
月
７
日（
土
）

ま
で
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
、
役
場
各
庁
舎
に
お
い
て
行
っ

て
い
ま
す
。

告
示
日
が
異
な
る
た
め
、
投
票
で
き

る
日
に
差
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

在
宅
で
も
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
は
、

郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
投
票
に
は
、
郵
便
投
票
証
明
書

が
必
要
で
す
が
、
証
明
書
を
受
け
ら
れ

る
の
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
次
の
よ
う

な
人
に
限
り
ま
す
。

◇
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害

・
身
体
障
害
者
は
１
級
か
２
級

・
戦
傷
病
者
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で

◇
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
害

・
身
体
障
害
者
は
１
級
か
３
級

・
戦
傷
病
者
は
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

ま
で

◇
要
介
護
状
態
が
５

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が
５
で
あ
る
方

※
な
お
、
す
で
に
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、
有
効
期
限
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
投
票
日
の
４

日
前
（
今
回
の
選
挙
の
場
合
４
月
４
日
）

ま
で
に
請
求
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
投
票
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
制
度

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分
で
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
に
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て

氏
名
を
記
載
す
る
代
理
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。
代
理
投
票
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
制
度

病
気
や
怪
我
な
ど
で
病
院
等
に
入
院

し
て
い
る
方
な
ど
の
た
め
に
不
在
者
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
。
不
在
者
投
票
が
で

き
る
施
設
は
、
県
が
指
定
し
た
施
設
に

限
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
施
設
係

員
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人
は
…

３
月
29
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
方
は
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日

が
近
づ
く
の
に
、
ど
こ
の
市
町
村
か
ら
も

入
場
券
が
届
か
な
い
な
ど
、
お
気
づ
き

の
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
に
八
頭
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
・  

76‒

０
２
０
１
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 平成19年から

あなたの所得税・住民税が変わります

●平成１９年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。

何が変わるの？
 「地方のことは地方で」という方針のもと、「三位一体改革」が進められています。その柱といえるのが「税源移

譲（ぜいげんいじょう）」です。
税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が減り、地方の税収が増えるこ

とになります。これによりおよそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されることになりました。

どう変わるの？
所得税　平成１９年１月分から適用　従来４段階の税率を、６段階に細分化
住民税　平成１９年６月分から適用　現在３段階の税率から、一律１０％に

（県民税４％・町民税６％）　　　

ほとんどの方は、１月分から所得税が減り、そのぶん６月分から住民税が増えることになり
ます。しかし、税源の移し替えなので、「所得税（国税）＋住民税（地方税）」の負担は基本的に
は変わりません。

また税源移譲以外で、次のような変更から税の負担が増えますので皆様のご理解をお願い
いたします。

●定率減税が廃止されます。
平成11年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経

済状況を踏まえて廃止されます。

変更前 平成19年以降

所得税：税額の 10％相当額を減額（12.5 万円を限度）

住民税：税額の 7.5％相当額を減額（２万円を限度）

所得税：平成 19年１月分から廃止

住民税：平成 19年６月分から廃止

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。
平成17年1月1日現在、65歳以上の方（昭和15年1月2日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が125

万円以下の方は、平成17年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観
点から、この措置が平成18年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税
負担を緩和するため経過措置がとられています。

平成 17年度 平成19年以降

合計所得金額

125万円以下の方　
非課税

経過措置として
平成18年度は税額の３分の２を減額
平成19年度は税額の３分の１を減額
平成20年度以降は、全額負担

※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。

課 税



野生鳥獣に餌を与える行事

講
カンリンミョン

林面住民体育祭

サムルノリのメンバーと

韓国語講座

森下広一杯マラソン

子どもたちと

やずっ子連（しゃんしゃん祭り）

横城郡行政研修生
　朴　龍善（パク・ヨンソン）

八頭町行政研修生
田中　美穂

横城郡企画監査室の皆さんと
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八頭町・横城郡 行政研修生報告
八頭町と韓国江原道横城郡は平成17年12月に交流協定を締結し、様 な々分野で 交流していくこととしていますが、交流事業の一環として10ヶ月間行政研修生の相

互派遣事業を行いました。慣れない海外での研修は大変だったと思いますが、相互 派遣研修で得た成果を今後の両地域の友好交流促進に生かすことが期待されます。

～横城郡での交換派遣研修を終えて～
八頭町行政研修生　田中　美穂

八頭町で初めての交換派遣研修生として、横城郡を訪れ、期待と不安で胸
がいっぱいだったことがまるで昨日のことのように思い出されます。長いよ
うで短かった１０ヶ月間の行政研修でした。

横城郡で生活して素晴らしいと感じたことは、韓国人の「情」の厚さと人
間関係の深さです。私は、研修期間中に一度も昼食時間を一人で過ごしたこ
とはありません。いつも職員の方々が声をかけてくれて、一緒に食堂に出掛
けて、おいしい昼食を食べました。日本にいる時は、事務所から一人で弁当
を食べることが普通でしたから、大勢で和やかに昼食をとることはとても楽
しかったです。また、兄弟姉妹に関係なく、男性が自分より目上の男性を「ヒ
ョン」、女性を「ヌナ」と呼び、女性が自分より目上の男性を「オッパー」、
女性を「オンニ」と呼びます。日本では兄弟姉妹同士で「お兄さん」、「お
姉さん」と呼ぶことはありますが、他人をそのように呼ぶことはありません。
ですから、その呼び合い方に親近感を覚えましたし、兄、姉のいない私にと
って、そのように呼び合うことで、本当の兄、姉が出来たような気がしました。

行政研修として、横城郡庁内の課や支所等９つの部署で研修を受けました。
中でも、横城邑事務所で行われた「野生鳥獣餌撒き行事」に参加したことが
印象に残っています。厳しい冬を迎えた野生動物が、飢えることがないよう
にと職員や地元住民と一緒に１袋２５ｋｇあるとうもろこしの実等が入った
飼料袋を肩に担いで山に登り、野生動物が出没しやすい場所に飼料を撒きま
した。

また、保健所で見学した保健支所についても八頭町にない業務があり、興
味深かったです。保健支所では、訪問保健、予防接種、診療及び歯科診療
があり、その診療及び歯科診療は、公衆保健医師と呼ばれる軍医が行ってい
ます。韓国には徴兵制度があり、軍医は、公衆保健医師として郡庁に３年間
勤務すれば、軍隊での兵役が免除されます。そのため、横城郡庁では、委託
医師より人件費の安い軍医を雇い、郡内にある８つの面全てに診療及び歯科
診療が置かれ、住民に対する身近な保健サービスが行われています。

横城郡での研修や生活で学んだ多くのことは、私の人生の中でかけがえの
ないものになると思います。今後も八頭町と横城郡の友好関係が継続してい
くことを望んでいますし、微力ではありますが、その手伝いをしていけたら
と思っています。

最後に、私が横城郡で研修を受けることが出来たのは、八頭町民皆様の深
い御理解のおかげだと思っております。この場を借りて感謝申し上げるとと
もに今後も横城郡との友好交流事業を御支援下さることをお願い申し上げま
す。本当にありがとうございました。

～八頭町での研修を終えて～
横城郡行政研修生　朴

パク

　龍
ヨンソン

善

文化や言語がまったく異なる新しい環境に身を置くことにときめきのよう
な思いを抱いて日本での研修生活を初めてから、あっという間に日々が過ぎ
去っていったように思います。

研修期間中こちらでお世話になった方々と新年会や送別会を通じて研修期
間中の思い出話に花を咲かせながらも帰国準備に追われたり、と慌ただしい
時間を過ごしています。

思えば、４月11日に八頭町にやって来て、企画人権課での研修が始まり、
総務課、福祉課、船岡支所、産業課、保健課と多くの部署を周りながら八頭
町の行政についてたくさんの知識を得ることができました。

また、季節を通じて各地域で行われるさまざまなイベントに参加させてい
ただき、日本の文化を間近で感じることができました。

さらに、町内の保育所や小・中学校では韓国の言葉や文化を伝える授業を
通して子ども達と交流をはかり、逆に日本の言葉や文化を学ぶこともできま
した。

その他、やずっ子連としてしゃんしゃん祭りに参加したり、日本中を旅し
たりと本当にたくさんの貴重な経験をすることができました。

このように充実した研修生活を送ることができたのは暖かく見守ってくだ
さった皆様、何かと気に掛けて誘ってくださった皆様のおかげだと思ってい
ます。この場をおかりして改めて感謝の言葉を申し上げたいと思います。

初めて八頭町に来た時、広がる田園風景に横城郡と生活環境が似ていると
思い親しみを感じたことを今でも思い出します。

八頭町はきれいな町並みでいつも笑顔の絶えない住民や楽しい町という印
象は今でも変わりません。これからも八頭町と横城郡とで暖かい心で交流を
続けながら友好を育んでいけたらと心から願います。

私も横城郡に帰ってから八頭町での研修生活で学んだ日本文化を私の家
族、職場の仲間、地域の住民のみなさんに伝えていきたいと思っています。

私にとって八頭町での10 か月間の研修生活は、生涯忘れることができな
いとても大事な思い出です。それは第２の故郷のように多くの情を交わした
町だからです。

最後に、八頭町が今後ますます発展し、いつまでも笑顔あふれる美しい町
であることを祈願します。本当にありがとうございました。
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八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
を
紹
介
し
ま
す

平
成
18
年
度
、
八
頭
町
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
は
、
郡
家
、

船
岡
、
八
東
支
部
２
９
４
名
の
会

員
で
組
織
し
、
今
年
度
は
、「
食

事
と
運
動
で
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
よ
う
！
」
を
活
動
目
標
に
掲
げ

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く

活
動
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｈ
18
年
度
主
な
事
業
の
紹
介
】

①
会
員
研
修
会

推
進
員
に
対
し
て
の
学
習
会
で

町
研
修
会
、
支
部
研
修
会
が
あ
り

ま
す
。
推
進
員
は
、
こ
こ
で
得
た

内
容
を
地
域
へ
持
ち
帰
り
、
次
は

推
進
員
が
講
師
と
な
り
部
落
料
理

講
習
会
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

②
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
事
業

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、「
自

分
の
か
ら
だ
を
今
一
度
見
直
し
、

日
常
生
活
の
な
か
で
健
康
づ
く
り

高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
に
ご
用
心

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

訪
問
販
売
等
の
被
害
や
苦
情
が
増

加
を
続
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は

３
つ
の
大
き
な
不
安
「
お
金
」「
健

康
」「
孤
独
」
を
持
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
悪
質
業
者
は
言

葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ
お

り
、
親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、
年

金
・
貯
蓄
な
ど
の
大
切
な
財
産
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

は
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
よ

る
被
害
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
迷
う
と
き
は
す
ぐ

に
契
約
等
を
し
な
い
で
、
身
近
な

人
に
相
談
し
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
相
手
の
手
口

を
知
る
こ
と
も
強
力
な
武
器
に
な

り
ま
す
。

【
家
庭
訪
問
販
売
】

特 

徴
販
売
業
者
が
消
費
者
の
自
宅
を

訪
問
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
勧

誘
・
販
売
す
る
方
法
。
強
引
な
勧

誘
や
長
時
間
に
及
ぶ
勧
誘
な
ど
、

問
題
も
多
い
。

を
実
践
し
、
自
分
自
身
の
健
康
を

し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る
人
」
を
い

い
ま
す
。
推
進
員
が
地
域
で
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て
、
健
康
づ

く
り
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
活
動
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、
八
東
支
部
で

11
月
30
日
、
八
東
保
健
セ
ン
タ
ー

で
ボ
ー
ル
体
操
の
実
技
と
調
理
実

習
が
行
わ
れ
、
18
名
の
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
が
養
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
各
地
域
で
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
の
継
続
を
続
け
て
い
く

予
定
で
す
。

③
在
宅
介
護
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

現
在
、
在
宅
介
護
で
大
き
な
問

題
は
、
介
護
を
受
け
る
人
も
、
介

護
を
す
る
人
も
共
に
高
齢
化
し
て

き
て
お
り
老
老
介
護
も
め
ず
ら
し

く
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
で
は
、
推
進
員
が
推
進
員
を
支

え
あ
う
、
そ
し
て
ご
近
所
の
介
護

を
し
て
い
る
人
々
ま
で
そ
の
輪
を

広
げ
、
将
来
に
不
安
の
な
い
在
宅

介
護
の
仲
間
づ
く
り
を
行
う
た
め

の
、
在
宅
介
護
食
講
習
会
を
全
国

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年

度
は
八
頭
町
が
事
業
を
受
け
、
現

在
、
八
頭
町
会
員
47
名
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
４
回
の
講
習
会
を
終

了
し
た
者
に
は
、
認
定
書
と
バ
ッ

チ
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
事
業
の
他
に
も
、
食
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
子
ど
も

の
食
育
、
高
齢
者
の
食
生
活
改
善

事
業
等
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
推
進
員
は
、
地

域
で
お
隣
同
士
を
支
え
あ
い
、
健

康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
動

を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ボール体操の実技（ヘルスサポータ 21 事業）

在宅介護食講習会（在宅介護食ボランティア事業）

ご
存
知
で
す
か
？

身
体
障
害
者
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

等
の
所
持
者
、
知
的
障
害
者

の
判
定
を
受
け
て
い
る
方
以

外
で
も
要
介
護
認
定
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
所
得
税
障

害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
長
の
認
定
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

【
電
話
勧
誘
】

特 

徴
消
費
者
の
自
宅
へ
電
話
を
か

け
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
勧
誘
す

る
。
不
意
打
ち
性
が
あ
る
こ
と
や

交
渉
過
程
が
書
面
に
残
ら
な
い
と

い
う
特
質
に
よ
り
、
強
引
な
勧
誘

や
明
ら
か
な
虚
偽
説
明
が
目
立

つ
。

【
次
々
販
売
】

特 

徴
一
人
の
消
費
者
に
次
か
ら
次
へ

と
契
約
さ
せ
る
商
法
。
同
じ
商
品

ま
た
は
異
な
る
複
数
の
商
品
を

次
々
に
契
約
さ
せ
る
ケ
ー
ス
や
、

複
数
の
業
者
が
次
々
に
契
約
さ
せ

る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

被
害
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
東

部
消
費
生
活
相
談
室
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

﹇
東
部
消
費
生
活
相
談
室

☎（
０
８
５
７
）26

-

７
６
０
５
﹈

﹇
八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

 

☎
72-

３
５
７
２
﹈

日 曜日 内  容 時 間 場 所 対 象

1 木 3歳児健診  受付12: 30～12: 45 郡家保健センター H15.12.26 ～ H16.2.28 生まれ

5 月 一般健康相談   受付９: 30～11: 00 郡家保健センター 一般

6 火 水中運動教室 14: 00～14: 45 八東保健センター 一般

7 水 ポリオ予防接種  受付13: 15～13: 30 郡家保健センター 乳幼児等

8 木 5歳児健診   受付12: 45～13: 00 郡家保健センター H13.11.27 ～ H14.1.4 生まれ

9 金 生活習慣病予防講座⑤ 13: 30～14: 30 八東保健センター 希望者

12 月 一般健康相談 受付９: 30～11: 00 八東保健センター 一般

13 火 水中運動教室 14: 00～14: 45 八東保健センター 一般

14 水 糖尿病予防教室⑥  受付13: 15～13: 30 郡家保健センター 希望者

15 木 2歳児歯科健診 受付12: 30～12: 45 郡家保健センター H17.1.16 ～ H17.2.28 生まれ

19 月 育児相談 ９: 30～11: 30 郡家保健センター 乳幼児等

20 火 水中運動教室 14: 00～14: 45 八東保健センター 一般

22 木 5歳児健診 受付12: 45～13: 00 郡家保健センター H14.1.5 ～ H14.2.12 生まれ

26 月 一般健康相談   受付９: 30～11: 00 船岡保健センター 一般

29 木 生活習慣病予防講座⑥     14: 00～15: 00 船岡保健センター 希望者
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八
東
隣
保
館

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

郡
家
隣
保
館

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

第
21
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
に
参
加
し
て

2
月
8
・
9
日
開
催
の
人
権

啓
発
研
究
集
会
が
和
歌
県
白
浜

町
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
集
会

の
開
会
行
事
に
あ
た
っ
て
、
和
歌

山
県
知
事
・
教
育
長
の
挨
拶
が
代

理
で
あ
り
残
念
で
し
た
。
全
国
大

会
で
あ
る
本
集
会
の
日
程
に
つ
い

て
は
、
前
回
の
大
会
直
後
に
決
定

し
て
お
り
、
準
備
期
間
が
十
分
に

あ
る
な
か
の
代
理
の
挨
拶
に
対
し

て
、
人
権
・
同
和
行
政
の
後
退
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
の
町「
八

頭
町
」
の
人
権
・
同
和
行
政
は
十

分
と
は
言
え
な
い
が
他
の
市
町
村

に
対
し
て
誇
り
え
る
行
政
の
姿
勢

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
も

現
状
維
持
、
い
や
も
っ
と
町
民
が

明
る
く
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を

町
民
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
努
力

し
て
い
き
た
い
と
つ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。

さ
て
、
主
催
者
挨
拶
の
中
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、

戦
争
放
棄
・
主
権
在
民
・
基
本

的
人
権
の
尊
重
・
国
際
協
調
を
基

本
理
念
と
し
た
憲
法
で
あ
り
、
こ

の
憲
法
の
精
神
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
中
、
今
の
日
本

の
動
き
は
発
展
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
ま
る
で
正
反
対
へ
の
進
路
を

と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と

あ
り
ま
し
た
。
私
も
ま
っ
た
く
同

感
で
あ
り
、
教
育
基
本
法
に
も
同

じ
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

二
日
目
の
分
科
会
は
、
第
二
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
午
前

中
は
、
被
差
別
民
衆
の
文
化
と
芸

能
の
講
演
で
あ
り
、
私
の
町
の
被

差
別
部
落
の
地
域
の
文
化
・
芸
能

を
後
世
に
残
す
よ
う
努
力
し
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。
午
後
は
、
川

口
泰
司
（
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
）、
金
香
百
合
（H

EA
L

ホ

リ
ス
テ
ィ
ク
教
育
実
践
研
究
所
）、

岡
田
耕
治
（
岬
町
教
育
委
員
会
）

の
三
者
の
提
起
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
栗
本
敦
子
（V

A
W

研
究

会Facilitator,sLA
BO

〔
え
ふ

ら
ぼ
〕）
が
会
場
の
参
加
者
の
意

見
・
質
問
を
取
り
入
れ
て
い
く
手

法
で
会
場
が
一
体
化
し
て
い
ま
し

た
。
提
起
者
の
話
の
中
よ
り
、
企

画
・
運
営
の
立
場
の
人
た
ち
が
人

権
侵
害
を
や
っ
て
い
な
い
か
？
た

と
え
ば
、
人
権
・
同
和
教
育
と
題

し
て
講
演
・
研
修
を
企
画
す
る
な

か
で
参
加
者
の
立
場
・
気
持
ち
に

な
り
企
画
し
て
い
る
か
？
押
し
付

け
・
強
制
だ
け
で
な
く
条
件
・
状

況
を
視
野
に
い
れ
て
い
る
か
？
等

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

必
要
な
こ
と
で
あ
り
同
時
に
参
加

者
か
ら
意
見
・
要
求
を
企
画
・
運

営
者
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

差
別
が
無
く
、
人
が
人
と
し
て

幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

啓
発
・
研
修
は
大
事
だ
と
思
う
が
、

そ
れ
以
上
に
課
題
・
条
件
・
状
況

等
が
変
わ
れ
ば
、
差
別
を
受
け
た

り
、
差
別
を
し
た
り
す
る
こ
と
に

気
づ
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
差
別

を
受
け
た
人
は
悲

し
く
つ
ら
い
け
ど
、

差
別
を
し
た
人
の

気
持
ち
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
差
別
を

す
る
こ
と
で
楽
し

く
て
、
幸
福
な
の

だ
ろ
う
か
？
も
う

一
度
、
考
え
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
差

別
を
受
け
た
と
き

苦
し
ま
な
い
た
め

に
は
、
今
の
世
の
中

を
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

同
和
教
育
は
、決
し
て
同
和
地
区
、

部
落
差
別
だ
け
で
な
く
弱
者
と
さ

れ
る
人
達
が
差
別
の
対
象
と
さ
れ

な
い
教
育
で
あ
る
と
感
じ
、
今
後

も
皆
さ
ん
が
研
修
を
積
み
重
ね
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
状
況
・
条
件
・
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
違
い
を
認
め
合
い
理

解
出
来
な
け
れ
ば
ま
す
ま
す
格
差

の
広
が
る
社
会
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
社
会
は
差
別
が
拡
大
す
る
と

同
時
に
、
一
部
の
人
の
幸
福
で
し

か
な
い
。
そ
ん
な
世
の
中
に
終
止

符
を
打
っ
て
、
明
る
く
・
生
き
生

き
と
し
た
町
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

〔
大
会
参
加
者
よ
り
〕

書
道
教
室

受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
て
指
導

し
て
い
ま
す
。

・
開
催
日　

毎
月
2
回(

２
時
間)

 
 
 
 
 

午
後
7
時
30
分
よ
り

・
対
象
者　

高
校
生
以
上

・
持
ち
物　

書
道
用
具
一
式

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

生
花
教
室

着
付
教
室

夏
の
浴
衣
や
正
月
の
着
物
を
上
手
に
着

こ
な
せ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

・
開
催
日　

年
6
回
（
2
時
間
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
よ
り

・
対
象
者　

高
校
生
以
上

・
持
ち
物　

着
物
一
式

組
紐
教
室

帯
締
め
を
組
紐
で
組
ん
だ
り
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
な
ど
も
組
ん
で
い
ま
す
。 

・
開
催
日　

年
2
回
（
2
時
間
）

・
対
象
者　

高
校
生
以
上

・
持
ち
物　

材
料
代

申
込
締
め
切
り              

　

各
教
室
と
も
３
月
23
日(

金)

詳
し
く
は
、
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

（
73
―
0
0
3
0
）
ま
で 

小
学
生
を
対
象
に
楽
し
く
英
語
に
ふ
れ

あ
っ
て
い
ま
す
。

・
開
催
日　

毎
月
1
回(

１
時
間
30
分)

 
 
 
 
 

午
後
5
時
45
分
よ
り

・
対
象
者　

小
学
生

・
持
ち
物　

筆
記
用
具

※
保
護
者
等
で
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
と
家
庭
に
潤
い
を
、
四
季
折
々
の
季
節

感
あ
ふ
れ
る
お
花
を
み
ん
な
で
楽
し
く
生

け
て
い
ま
す
。

・
開
催
日　

毎
月
１
回(

２
時
間)

 
 
 
 
 

午
後
７
時
30
分
よ
り

・
対
象
者　

高
校
生
以
上

・
持
ち
物　

花
器･

剣
山･

ハ
サ
ミ

・
材
料
費　

(

九
〇
〇
円
程
度)

英
語
教
室

同
和
地
区
の
児
童
・
生
徒
は
、
部
落
差
別

に
あ
っ
た
時
、
そ
の
差
別
を
見
抜
き
、
正
し

く
解
決
し
て
い
く
た
め
の
力
を
つ
け
る
め
、

小
学
校
1
年
か
ら
中
学
校
3
年
ま
で
の
9
年

間
、
児
童
館
等
で
人
権
学
習
を
中
心
に
地
区

学
習
会
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
2
月
14
日
隣
保
館
に
於
い
て
中
央

中
学
校
の
地
区
学
習
会
閉
講
式
が
行
わ
れ
、

今
回
で
最
後
と
な
る
3
年
生
の
作
文
発
表
の

中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
9
年
間
や
っ
て
き
た
地
区
学
習
会
も
今

日
で
終
わ
る
。
今
考
え
る
と
私
に
と
っ
て
の

地
区
学
習
会
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

っ
た
と
思
う
。
当
然
、
行
き
た
く
な
い
と
思

っ
た
こ
と
や
何
で
私
た
ち
だ
け
が
…
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
正
直
ず
る
休
み
し
た
こ
と

も
あ
る
。
で
も
今
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

だ
。小

学
校
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
中
の
地
区
学

習
会
の
歴
史
は
、
ま
ず
自
分
の
部
落
の
立
場

を
知
る
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。
今
で
も
よ
く
分

か
ら
な
い
が
、
昔
は
も
っ
と
疑
問
だ
ら
け
だ
っ

た
。
中
学
生
に
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
向

き
合
い
、
知
識

も
つ
い
た
。
初
め

て
の
県
外
研
修

も
経
験
し
た
。

今
ま
で
地
区

学
習
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
は
、

は
っ
き
り
言
っ

て
余
り
覚
え
て

い
な
い
。
け
れ

ど
、
地
区
学
習

会
は
、
計
り
知
れ
な
い
勇
気
や
元
気
を
私
に

く
れ
た
と
思
う
。
地
区
学
習
会
が
な
け
れ

ば
、
差
別
問
題
に
つ
い
て
の
知
識
も
今
と
比

べ
て
全
く
つ
い
て
い
な
い
と
思
う
し
、
沢
山
の

方
々
の
話
が
聞
け
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ
れ

に
、
今
の
私
も
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
だ
か

ら
、
地
区
学
習
会
を
支
え
て
く
れ
た
先
生
や

親
、
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。

私
は
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
地
区
学

習
会
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
。
今
あ
る
こ
の

気
持
ち
が
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
私
に

と
っ
て
の
大
き
な
支
え
に
な
る
と
思
う
。
だ

か
ら
私
は
、
ど
ん
な
時
で
も
自
分
の
意
志
を

持
ち
、
自
分
自
身
と
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た

い
。
」

地
区
学
習
会
の
９
年
間

閉講式のようす

お

知

ら

せ

 〔
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会
〕

テ
ー
マ  

差
別（
い
じ
め
）の
仕
組
を
考
え
る

講　
師  

江 

嶋 

修 

作 

さ
ん
〔
解
放
社
会
学
研
究
所
々
長
〕

・
と　

き　

3
月
24
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

・
と
こ
ろ　

郡 

家 

隣 

保 

館

今
、
学
校
等
で
話
題
に
な
っ
て
い
る

「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て
、
要
因
は

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
問
題
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成19 年度

受講生募集受講生募集
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り
連　絡　先

郡家公民館☎72-3113
船岡公民館☎72-0085
八東公民館☎84-3001

郡家公民館

船岡公民館

八東公民館

八
頭
町
ス
キ
ー
教
室

暖
冬
の
影
響
に
よ
る
雪
不
足
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
3
公
民
館
共
催
の
八
頭
町

ス
キ
ー
教
室
で
し
た
が
、
2
月
11
日
（
日
）、
若
桜
町
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
で
、
予

定
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
小
学
生
か
ら
80
歳
の
元
気
な
お
年
寄
り
を

含
む
29
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
全
く
初
め
て
の
初
心
者
と
、
ボ
ー
ゲ
ン
く
ら
い
な
ら
何
と
か
出
来

る
初
級
者
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
氷
ノ
山
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
講
師
の
方
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
昼
に
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
食
べ
て
、
午
後
は
、
午
前
中
に
習
っ
た
こ
と
を
活

か
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
滑
っ
て
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

生
き
生
き
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー

包
丁
の
手
入
れ
と
研
ぎ
方

2
月
8
日
（
木
）、
鳥
取
市
の
前
田
功

さ
ん
を
講
師
に
、『
包
丁
の
手
入
れ
と
研

ぎ
方
講
習
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

最
近
で
は
、
刃
物
類
も
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
安
価
で
手
に
入
り
、
切
れ

味
が
落
ち
た
ら
買
い
替
え
と
な
り
が
ち

で
す
が
、
自
分
の
手
で
手
入
れ
を
し
て
、

大
切
に
し
な
が
ら
、
長
く
付
き
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

新
春
囲
碁
大
会
で
熱
戦

１
月
21
日（
日
）、郡
家
公
民
館
で「
郡

家
地
域
新
春
囲
碁
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

27
名
が
参
加
し
て
盤
上
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
段
級
に
よ
り
4
組
に

分
か
れ
、
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

各
組
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。  

﹇
A
組
﹈ 

山
根
秀
夫
さ
ん

﹇
B
組
﹈ 

井
上
悦
生
さ
ん

﹇
C
組
﹈ 

加
藤
要
治
さ
ん

﹇
D
組
﹈ 

河
村 

巌
さ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ひ
い
な
の
会
を
2
月
4
日
（
日
）

14
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
船
岡
地
域
青
年
団
と
公
民
館
が

協
賛
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
も
も
の

節
句
を
控
え
手
作
り
の
ひ
な
人
形
を

思
い
思
い
に
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

茶
道
を
体
験
し
よ
う

1
月
27
日
（
土
）、
郡
家
公
民
館
で

子
ど
も
教
室
「
茶
道
教
室
」
を
行
い
、

当
日
は
小
・
中
学
生
12
人
が
茶
道
を
体

験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
石
川
百

合
子
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
お
茶
の
作

法
（
あ
い
さ
つ
、
正
座
、
お
辞
儀
、
抹

茶
の
飲
み
方
）
を
教
わ
る
と
、「
知
ら

な
か
っ
た
礼
儀
作
法
を
教
わ
り
勉
強
に

な
っ
た
。
初
め
て
の
抹
茶
は
苦
か
っ
た

★子どもシアター
○平成19年3月24日(土)
午前10時から12時
内容：「ちびまる子ちゃん」
会場：船岡公民館
         大集会室
（皆で誘い合って見に来てね）

茶道を初体験の子どもたち

出来上がり！

「う～ん、次の一手は…。」

お 知 ら せ

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
手
作
り
の
あ
ま
ー
い
味

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
目
前
の
2
月
4
日（
日
）、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
教
室
を

八
東
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
の

橋
口
文
子
さ
ん
を
講
師
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム

ー
ス
な
ど
専
門
的
だ
け
ど
簡
単
に
で
き
る
、
お

い
し
い
お
菓
子
3
種
類
を
習
い
ま
し
た
。

起震車搭乗体験&非常食を食べてみよう !

日　時　3 月 17 日（土）
　　　　　　　　午前 10：00～12：00
会　場　八東公民館
　　　　※どなたでも参加できます

地震の揺れを体験で
きる車です。

お湯を入れて出来る
わかめご飯と乾パンです。

け
ど
、
ま
た
し
て
み
た
い
。」
と
感
想

を
話
し
、
日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ

る
茶
道
で
、
く
つ
ろ
ぎ
と
、
も
て
な
し

の
心
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

親
子
で
肉
じ
ゃ
が
料
理
に
挑
戦

2
月
10
日
（
土
）、
郡
家
公
民
館
で
親

子
料
理
教
室
を
行
い
、28
名
の
親
子
が「
カ

レ
ー
肉
じ
ゃ
が
」
や
「
は
ん
ぺ
ん
の
は
さ

み
揚
げ
」
作
り
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

指
導
者
の
竹
井
里
美
さ
ん
に
手
洗
い
の
仕

方
や
箸
の
持
ち
方
、
し
っ
か
り
噛
ん
で
食

べ
る
と
い
っ
た
基
本
か
ら
、
包
丁
の
使
い

方
な
ど
を
習
い
、
お
い
し
い
料
理
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

第
7
回
女
性
教
養
教
室
!

2
月
10
日（
日
）布
を
使
っ
て
今
年

の
干
支（
い
の
し
し
）作
り
に
挑
戦
し

見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。

と
て
も
丸
々
と
し
て
か
わ
い
い
「
い

の
し
し
」
で
す
。

募集しています!!
○公民館グループ会員の募集

・船岡公民館では、各グルー
プで活動を希望される方、
又、新しくグループを作っ
て活動されたい方を募集し
ています。詳しいことは、
直接船岡公民館に連絡して
ください。

○第 8 回女性教養教室
○平成19年3月10日（土）

時 間：午後1時30分から2時間程度
内 容：布で作るお手玉風おひな様
持ち物：裁縫道具一式
材料費：700円
定 員：20名
申 込：直接船岡公民館へご連絡く
　　　 ださい。定員になりしだい
　　　 締め切ります。

「どんな味になるかな♪」

作品作成風景

作品の一部

うまくできないなぁ！

今シーズン最高のゲレンデ状態でした

お 知 ら せ

これで切れ味抜群！！

講
習
会
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「
人
権
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
　

ね
た
み
意
識

被
差
別
部
落
の
生
活
環
境

改
善
の
取
り
組
み
は
、「
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の

も
と
で
の
同
和
行
政
の
推
進

に
よ
っ
て
成
果
を
挙
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
に

は
今
な
お
劣
悪
な
生
活
環
境

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
未

指
定
地
区
や
少
数
点
在
部
落

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

 

同
和
対
策
事
業
に
よ
っ
て

被
差
別
部
落
の
環
境
が
改
善

さ
れ
た
こ
と
で
、「
同
和
地
区

だ
け
ど
ん
ど
ん
良
く
な
り
私

た
ち
の
方
が
逆
に
差
別
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
考
え
を
持
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ど
う

し
て
こ
う
い
っ
た
意
識
が
出

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
意
識
は
、
被
差
別
部

落
は
自
分
た
ち
と
環
境
が

違
っ
て
当
然
だ
と
い
う
差
別

意
識
が
あ
り
、
同
和
対
策
事

業
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
の

生
活
条
件
が
自
分
た
ち
よ
り

良
く
な
っ
た
と
い
う
反
感
が

現
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
同
和
対
策

事
業
を
進
め
る
上
で
、
そ
の

事
業
の
必
要
性
に
関
す
る
周

辺
住
民
へ
の
啓
発
活
動
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因

に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
同
和
行
政
へ
の
理

解
が
不
十
分
な
こ
と
や
部
落

差
別
の
現
実
や
同
和
対
策
事

業
の
歴
史
的
経
過
に
つ
い
て

の
理
解
不
足
に
よ
っ
て
、
同

和
地
区
が
特
別
優
遇
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
被
差
別
部
落
に
対
す
る
差

別
意
識
と
が
結
合
し
た
結
果

と
し
て
「
ね
た
み
意
識
」
が

生
ま
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
識

は
、
同
和
対
策
事
業
以
外
の

各
種
特
別
措
置
法
に
対
し
て

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
に
、

同
和
対
策
事
業
に
対
し
て
は

み
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か

よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

「
ね
た
み
意
識
」
と
し
て
現

れ
る
「
部
落
差
別
」
を
な
く

し
て
い
く
た
め
に
、
事
業
の

目
的
や
周
辺
地
域
と
の
関
連

性
（
同
和
対
策
事
業
で
で
き

た
施
設
が
、
他
の
公
共
施
設

と
同
じ
く
広
い
範
囲
の
み
な
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
）、
同
和
問
題
を
正
し
く

理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。ま

た
今
日
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
人
権
の
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
は
、
部
落
差
別
を

な
く
そ
う
と
す
る
多
く
の
活
動

が
根
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

認
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

人
権
教
育
推
進
員　

上
田　

英
夫

※
1
9
6
5
年
、
同
和
対
策
審

議
会
答
申
は
「
同
和
問
題
は
人

類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の

自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で

あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ

国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国

民
的
課
題
」
と
明
確
に
位
置
付

け
た
。
そ
の
4
年
後
、「
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
10

年
間
の
時
限
立
法
で
ス
タ
ー
ト

し
、
生
活
環
境
の
改
善
や
中
小

企
業
の
振
興
、
雇
用
促
進
、
教

育
の
充
実
等
の
施
策
が
講
じ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、「
地
域
改
善

対
策
特
別
措
置
法
」「
地
域
改

善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
」
へ
引
き
継
が
れ
た
。

２
月
14
日
、
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
流
に
よ
っ
て
お
互
い
の
豊
か

な
情
緒
を
高
め
よ
う
と
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
の
方
が
八
東
地

域
の
高
齢
者
と
い
っ
し
ょ
に
安
部

保
育
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
園
児
た

ち
は
、
遊
戯
室
で
高
齢
者
の
皆
さ

ん
と
元
気
に
遊
び
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
ホ
ン
モ
ロ
コ

を
養
殖
し
て
お
ら
れ
る
町
内
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
ホ

ン
モ
ロ
コ
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
ホ
ン
モ
ロ
コ
の
入
っ

た
水
槽
が
置
か
れ
る
と
、
み
ん
な

が
大
変
興
味
深
そ
う
に
水
槽
の
前

に
集
ま
り
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
で

園
児
と
地
域
の
高
齢
者
が
世
代
間
交
流

の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
ホ
ン
モ
ロ
コ
は
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
の
？
」「
ホ
ン
モ
ロ
コ
が
好
き

な
も
の
は
何
？
」「
ど
れ
く
ら
い
ま

で
大
き
く
な
る
の
？
」
な
ど
の
質

問
に
わ
か
り
や
す
く
て
い
ね
い
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

どんなお魚かわかったかな？

満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

を
お
祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

平
木
町
長
が
、
１
月
生
ま
れ
の

澤
田
た
け
さ
ん
（
市
場
）
の
お
宅

を
訪
問
し
、
ご
家
族
に
寿
詞
な
ど

を
お
渡
し
し
て
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
たご家族の方に贈呈しました

八
頭
町
高
Ｐ
連
研
修
会
を
開
催

平
成
19
年
２
月
15
日
（
木
）、

八
頭
町
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
研
修
会
が
船
岡
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
鳥
取
少
年
鑑
別
所
長
の

小
栗
正
幸
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
困

っ
た
と
き
の
や
さ
し
い
子
育
て
」

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

法
務
技
官
と
し
て
全
国
の
少
年

鑑
別
所
に
勤
務
さ
れ
た
豊
富
な
経

験
を
も
と
に
、
思
春
期
・
青
年
期

の
非
行
の
事
例
や
発
達
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
保
護
者
へ
の
支
援
活

動
の
事
例
な
ど
を
具
体
的
に
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

寄
贈
の
お
礼

鳥
取
信
用
金
庫
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
八
東
保
健
セ
ン
タ
ー
の
温
水

プ
ー
ル
に
エ
ア
コ
ン
２
基
、
着
替

え
用
の
棚
１
組
、
血
圧
計
１
台
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

船
岡
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が

　
　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
優
良
学
校
等
で
表
彰

１
月
26
日
（
金
）、
鳥
取
県
庁
に

お
い
て
平
成
18
年
度
鳥
取
県
学
校

給
食
優
良
学
校
等
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
県
内
で
３
つ
の
学
校
・

調
理
場
等
が
表
彰
さ
れ
、
船
岡
学

校
給
食
共
同
調
理
場
が
そ
の
１
つ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
調
理
場
は

昭
和
46
年
に
設
置
さ
れ
、
平
成
５

年
に
新
築
し
て
現
在
に
至
り
、
船

岡
地
域
の
３
小
学
校
・
１
中
学
校

の
給
食
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
学
校
給
食
の
普

及
と
そ
の
充
実
を
図
る
た
め
、
学

校
給
食
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
優

れ
た
成
果
を
あ
げ
て
き
た
学
校
、

共
同
調
理
場
お
よ
び
学
校
給
食
関

係
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
功
績
と

し
て
〔
衛
生
的
な
作
業
環
境
を
目

的
と
し
て
、
床
に
水
を
流
さ
ず
に

作
業
を
行
う
完
全
ド
ラ
イ
運
用
を

行
っ
て
い
る
〕〔
西
日
本
衛
生
管
理

講
習
会
の
会
場
を
引
き
受
け
、
指

摘
事
項
に
対
し
て
全
員
で
、
よ
り

衛
生
的
な
調
理
方
法
を
考
え
る
な

ど
、
職
員
全
員
の
意
識
が
高
い
。〕

〔
地
元
の
野
菜
を
つ
く
る
会
や
加
工

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
地
元
の
新

鮮
な
野
菜
等
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

安
全
で
お
い
し
い
給
食
、
心
の
か

よ
う
給
食
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
〕
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

同
調
理
場
の
林
所
長
は
、「
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し

て
い
た
だ
き
職
員
一
同
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
つ
な

が
っ
た
給
食
作
り
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

安全・おいしい・心を込めてが
基本です
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福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

八
頭
町
役
場
福
祉
課（
0
8
5
8
）76

－

0
2
0
5

船
岡
支
所
住
民
生
活
課（
0
8
5
8
）72

－

0
1
4
4

八
東
支
所
住
民
生
活
課（
0
8
5
8
）84

－

1
2
2
0

問合せ先

入
院
な
ど
で
１
か
月
間
の
医
療
費
（
食

事
代
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
等
を
除
く
）
が
一

定
額
以
上
に
な
っ
た
と
き
に
国
保
で
は
高

額
療
養
費
を
お
支
払
い
た
し
ま
す
。
診
療

月
か
ら
約
２
か
月
後
に
高
額
療
養
費
支
給

の
対
象
の
方
（
世
帯
主
）
に
通
知
を
し

て
、
交
付
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
入
院
時
の
医
療
費
は

毎
月
10
日
ご
と
に
支
払
う
ケ
ー
ス
が
多

く
、
そ
の
都
度
、
現
金
を
用
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

八
頭
町
で
は
、
17
年
度
当
初
か
ら
高
額

療
養
費
の
委
任
払
い
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
医
療
機
関
へ
医
療

費
の
一
定
金
額
（
限
度
額
）
を
支
払
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
国
保
が
本
人
に
代
わ
っ

て
医
療
機
関
へ
高
額
療
養
費
を
お
支
払
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
国
保
税
が
滞
納
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
医
療
機

関
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
（
下
記
以
外

国
保
高
額
療
養
費
の

委
任
払
い
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
か
ら

の
医
療
機
関
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
役
場

福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
各
医
療
機

関
の
相
談
窓
口
又
は
役
場
国
保
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

利
用
で
き
る
医
療
機
関

①
鳥
取
赤
十
字
病
院

（
鳥
取
市
尚
徳
町
１
１
７
番
地
）

②
鳥
取
県
立
中
央
病
院

（
鳥
取
市
江
津
７
３
０
番
地
）

③
社
団
法
人
鳥
取
県
東
部
医
師
会

（
鳥
取
市
富
安
１
丁
目
62
番
地
）

④
鳥
取
生
協
病
院

（
鳥
取
市
末
広
温
泉
町
２
５
２
番
地
）

⑤
鳥
取
生
協
病
院
鹿
野
温
泉
病
院

（
鳥
取
市
鹿
野
町
２
４
２
番
地
）

⑥
鳥
取
市
立
病
院

（
鳥
取
市
的
場
１
丁
目
１
番
地
）

⑦
特
定
・
特
別
医
療
法
人
明
和
会　

　
　

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
渡
辺
病
院

（
鳥
取
市
東
町
３
丁
目
３
０
７
番
地
）

⑧
医
療
法
人
社
団
尾
崎
病
院

（
鳥
取
市
湖
山
町
北
２
丁
目
５
５
５
番
地
）

⑨
医
療
法
人
メ
ン
タ
ル
リ
カ
バ
ー
セ
ン
タ
ー

幡
病
院

（
鳥
取
市
雲
山
57
番
地
）

⑩
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構　

　
　

鳥
取
病
院

（
鳥
取
市
新
通
り
３
丁
目
30
１
番
地
）

⑪
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院

（
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
南
２
丁
目

　
１
番
１
号
）

⑫
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
北
園
渡
辺
病
院

（
鳥
取
市
覚
寺
１
８
１
番
地
）

⑬
鳥
取
大
学
医
学
部
付
属
病
院

（
米
子
市
西
町
36
番
地
１
）

国
保
の
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取

代
理
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

一時
金
の
受
取
代
理
制
度
は
、
出
産
費

用
を
ご
本
人
に
代
わ
り
国
保
が
直
接

医
療
機
関
へ
お
支
払
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
出
産
費
用
は
ご
本
人
が

医
療
機
関
へ一
旦
支
払
っ
た
後
、
国
保

で
ご
本
人
（
世
帯
主
）
に
お
支
払
し
て

い
ま
し
た
が
、一
時
的
に
多
額
の
費
用

を
用
意
す
る
の
は
か
な
り
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
１
日
か
ら
出
産
費

用
（
上
限
35
万
円
）
を
国
保
が
直
接

医
療
機
関
へ
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
出

産
予
定
の
方
は
、
出
産
前
に
出
産
育

児
一時
金
請
求
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
八
頭
町
役
場
福
祉
課
、

船
岡
支
所
住
民
生
活
課
、
八
東
支
所

住
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

郡家図書館  八頭町宮谷256-4 ☎（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1 ☎（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山 48 -1  ☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら➡

八頭町
図書館（室）情報

　新しく入った本
＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

郡家図書館

1　あせらないあわてないあきらめない 角田　明
2　海坂藩大全 (上・下 ) 藤沢　周平
3　チエちゃんと私 よしもとばなな
4　オウエンとムゼイ イザベラ・ハトコフ
5　獣の奏者 (1・2) 上橋菜穂子
6　タヌキ御殿の大そうどう 富安　陽子

船岡図書室

1　人生の疑問に答えます 養老孟司　太田光
2　たぶん最後の御挨拶 東野　圭吾
3　打ちのめされるようなすごい本 米原　万里
4　鈍感力 渡辺　淳一
5　したかみ村の牧師さん ロアルド・ダール
6　ユタとふしぎな仲間たち 三浦　哲郎

八東図書室

いずれも入場無料・申込不要です。興味がある方は
お気軽にご参加ください。

　【郡家図書館】
　『第11回談話会』

日時：3 月 18 日（日）13：30 ～ 16：00
場所：郡家図書館 2 階研修室・ロビー
内容：「この地方に残されている道標（みちしるべ）
      　～若桜往来と伊勢道の道標を中心に～」
講師：元鳥取県倉吉土木事務所長
　　　加藤 要治氏（八頭町奥谷在住）

（同時開催）
「若桜往来と伊勢道の道標の拓本・写真展」

期間：3 月 13 日（火）～ 3 月 20 日（火）
　　　＊ 3/19（月）は休館日です。
場所：郡家図書館 2 階ロビー・研修室
内容：若桜往来と伊勢道に残っている
　　　主な道標の拓本と写真の展示

  ※ 期間中は、毎日午前中に談話会講師
の加藤要治氏が解説をしてくださる
予定です。

      
　【船岡図書室】
　『むかし話おはなし会』

語り手：中嶋須美子さん
     　　（テレビ・ラジオでご活躍中です。）
日時：3 月 18 日（日）14：00 ～ 15：00
場所：船岡図書室 2 階 大広間 

　【八東図書室】
　『春やすみおたのしみ会』

日時：4 月 1 日（日）15：00 ～ 16：00
場所：八東図書室 1 階 小会議室
   　  （八頭町山村開発センター）

～ 行事のおしらせ ～

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00

1　私のスフレ 林真　理子
2　眠狂四郎独歩行　上・下 柴田錬三郎
3　雪のなか 立原　正秋
4　最愛 真保　裕一
5　教室の正義 赤川　次郎
6　ソラマメの絵本 木暮　秩

「八頭町議会会議録」の閲覧ができます

町村合併で新しく誕生した八頭町の平成17・18年
度の「議会会議録」が、郡家・船岡・八東の図書館
（室）で閲覧できるようになりました。

貸出はできませんが、閲覧は自由です。希望され
る方は図書館（室）においでいただき、カウンター
の職員におたずねください。

おはなし会     ※申込不要・大人も入れます。
郡家図書館 船岡図書室 八東図書室

日にち ３月３日㈯
３月17日㈯

３月11日㈰
３月28日㈬ ３月22日㈭

時　間 15：00～15：30 10：30～11：00 16：00～16：30
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平成19年4月1日の八頭町商工会の発足に向けて、
郡家・船岡・八東の商工会長及び副会長の9名で構成
される設立委員会が設置されました。設立委員会では
地域商工業の振興と地域活性化を強化するため、定
款・規約・役員選出・事業計画など発足に必要な業務
が検討されます。その後は、八頭町へ合併認可申請等
の手続きを行います。

八頭町商工会の目標は次のとおりです。
○経営支援機能の強化…人材共有により専門化、か

つ高度化する経営課題や様々な支援ニーズに対応
できる体制を作ります。
○組織力の強化…人、物、金などの経営資産を集中化

することにより、強く安定した組織を作ります。
○財政基盤の強化…重複経費の削減により安定した

財政基盤を築き事業や業務の効率化、活性化に繋
げます。
合併の方式は新設（対等）合併です。本所は郡家町

商工会で船岡町商工会・八東町商工会は支所となり
名称は八頭町商工会船岡支所、八頭町商工会八東支
所です。

八頭町商工会の発足に向けて設立委員会を設置

自衛隊幹部候補生の募集
防衛省では、陸・海・空自衛隊の一般幹部候補生、

海上自衛隊技術幹部候補生を募集します。
◇募集種目　一般幹部候補生（飛行・音楽要員を含む）

海上技術幹部候補生
◇受験資格　20 歳以上、26 歳未満（22 歳未満は大

卒者、見込みを含む（短期大学を除
く））、大学院修士課程修了者（見込み）
は 28 歳未満、海上技術幹部候補生は、
理学または工学課程修了者に限る

◇受　　付　平成19年４月１日㈰～５月11日㈮
◇１次試験　平成19年５月19日㈯、20日㈰
　　　　　　（20 日は飛行要員のみ）※受験料無料
◇試 験 場　鳥取市内
【お問い合わせ先】
自衛隊鳥取募集案内所 ☎（0857）26－4019（FAX兼）

鳥取県の話題を満載 県総合情報誌『鳥取ＮＯＷ』
（第73号・3月1日発行）好評発売中
巻頭特集は「南米移住物語

（後編）～イグアス、アマゾン
の鳥取びと～」。その他、陣構
茶生産組合（大山町）を紹介。
■取扱場所／県内の主な書店、
役場情報政策室
■定価／１部300円（税込み）
■発行／年４回（3､6､9､12月）
【お問い合わせ先】
鳥取県広報連絡協議会
（とっとりイメージ創出室内）☎（0857）26－7086

国税専門官の募集
国税庁では、次の内容で国税専門官を募集します。
◇受験資格　昭和53年４月２日～昭和61年４月１日

生まれの者、昭和61年４月２日以降生
まれの者で大卒者（見込み）あるいは
人事院が同等の資格があると認めた者

◇試験内容　大学卒業程度
◇受　　付　平成19年４月２日㈪～４月13日㈮

◇１次試験　試験日は平成19年６月10日㈰　　　　　　
試験地は広島国税局管内では

　　　　　 （松江市・岡山市・広島市）
【受験案内・申込書等の請求、お問い合わせ先】
広島国税局人事第二課試験研修係（〒730－8521広
島市中区上八丁堀6－30 ☎082－221－9211）
またはお近くの税務署総務課まで
［HPアドレス］
国税庁http://www.nta.go.jp/
広島国税局http://www.hiroshima.nta.go.jp/

「国道29号周辺地域花の郷づくり事業」
助成団体再募集について

国道29号周辺地域の活性化に取り組む「国道29
号周辺 兵庫･鳥取地域振興協議会」では、国道29号
周辺にツーリストの憩いの場を創出し、魅力ある
街道とするため、地域の住民が行う花木の植樹を
支援することとし、その対象団体を募集します。
１　助成対象事業

国道29号周辺地域（兵庫県宍粟市、鳥取県
八頭町・若桜町）において住民団体が行う花
木等の植樹による緑化活動とします。

２　助成対象箇所
国道29号沿線から見える範囲（原則として

民有地）とします。ただし、沿線以外であっ
ても、兵庫県宍粟市、鳥取県八頭町・若桜町
内で協議会が必要な場所と認める場合には対
象とすることができます。

３　対象団体
構成員が概ね10名以上（プランターの場合

には、概ね5名以上）で、国道29号のイメージ
アップやツーリストの憩いを創出するため、
年間を通じて緑化活動を行い、緑化箇所の維
持管理を行うことのできる住民団体を対象と
します。

※住民団体は、自治会、学校、企業、任意のグ
ループ等その内容は問いません。

４　助成金額（1団体1年間を原則とします）
⑴緑化（植樹）：100㎡以上4万円を基礎単位

とし、500㎡以上20万円まで
⑵花壇（花苗）：10㎡以上2万円を基礎単位と

し、40㎡以上8万円まで
⑶プランター（花苗）：10基以上1万円を基礎

単位とし、30基以上3万円まで
５　募集期間

平成19年2月8日㈭～平成19年3月16日㈮
６　助成金の申請について

詳細につきましては、八頭町役場企画人権課
（☎76-0203）までご連絡ください。

平成 19 年 1 月 1 日付けで八頭町才代の『県営住
宅 八東第一団地』が鳥取県から八頭町に譲渡され
ました。これに伴い、住宅名が次のとおり変更とな
りましたのでお知らせします。
新住宅名 旧住宅名 場所

 町営住宅
八東第一団地

県営住宅
八東第一団地

八頭町才代
 202番地3

【お問い合わせ先】
八東支所建設水道課　☎ 84 － 1228

公営住宅の管理者および住宅名の変更について

広報やず７月号でトンネルの名称を募集しており
ましたが、このたびその名称が決定しましたので、
選考・審査等の経過を交えてお知らせします。

公募の結果、次の５つの名称が寄せられました。

［安部隼トンネル］、［日下部見槻トンネル］
［合併記念トンネル］、［日ノ見トンネル］
［触合トンネル］

その後選考委員会で検討の結果、［安部隼トンネ
ル］と［日下部見槻トンネル］の２候補に絞られま
した。

これを受けて、トンネルの関係集落（志子部・見
槻・上日下部・下日下部の４集落）にこの２候補の
中から選考・投票していただきました。

この結果、［日下部見槻トンネル］が３票、［安部
隼トンネル］が１票の得票となりました。

これにより町道日下部見槻線トンネルの名称を

『日下部見槻トンネル』
と決定いたしました。
ご応募いただいた方、選考に携わった皆さん、誠

にありがとうございました。

町道日下部見槻線トンネルの名称決定 !!

「消費生活用製品安全法」の改正法が昨年 12 月に
公布され、６か月以内に施行されます。今回の改正
は、消費生活用製品に係る製品事故に関する情報の
収集及び提供等の措置が新たに設けられ、製品事故
の再発防止を図ろうとするものです。製品事故情報
を社会全体で共有し、製品事故の再発防止を図り、
私たちが安全で、安心して暮らせる世の中を実現し
ます。

経済産業省は報告された重大製品事故に関する情
報を即時に入手できるよう、経済産業省のウェブサ
イトから常に最新の重大製品事故情報が得られるよ
うにします。同様に、製品リコール情報等について
も、ウェブサイトから情報が得られるようにします。
なお、緊急性の高い製品事故については記者発表を
行うこととしています。

製品事故情報の報告・公表制度が始まります

ＮＴＴでは、地球環境にやさしい取り組みとして、
純正パルプの使用料削減に努めるため、新しい電話
帳をお届けする際に古い電話帳を回収しています。
3 月に新しい電話帳をお届けする際に、配達員へ古
い電話帳をお渡しください。

また、配達した際にご不在の場合は、改めて回収
にお伺いさせていただきますので、タウンページセ
ンタまでご一報ください。
［タウンページセンター　☎［0120-506309］

地球にやさしく 古い電話帳の回収にご協力を
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ひとのうごき　　　　　　　（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口

２月1日現在
（　）内は前月比

世帯数　　５，７５６世帯（- １）

総人口　２０，０７７人　（- 29）

　　男　　９，６７０人　（- 13）

　　女　１０，４０７人　（- 16）

家族経営協定を結ぼう！

農業委員会

わが国の農業は、家族単位で農業を営む家族経
営が、大半を占めています。家族農業経営は、家族
だからこその良い点がたくさんありますが、経営と
生活の境目が明確でなく、各世帯員の役割や労働時
間、労働報酬などの就業条件が曖昧になりやすく、
そこから様々な不満やストレスが生まれがちです。
農業経営を経営主だけでなく配偶者や後継者にとっ
ても、魅力的でやり甲斐のあるものにするために、
家族経営協定を結んでみてはいかがでしょうか。家
族経営協定とは、家族農業経営にたずさわる各世帯
員が、経営方針や役割分担、家族みんなが働きやす
い就業環境などについて、家族間で十分話し合い、
取り決めるものです。

家族経営協定のねらい

１．家族みんなが経営に参画
家族みんなが、「家族経営協定」に調印し、経
営方針の協議や収益の分配、役割の明確化など
を行いましょう。

２．女性農業者の地位確立
女性の農業労働、家事労働を適正に評価すると
ともに、１日の農作業時間の設定や休日の確保
などを取り決めましょう。

３．後継者の自立を応援
農業後継者への経営移譲の時期や方法を明確に
するとともに、中、長期的な経営計画を立てま
しょう。

【お問い合わせ先】
農業委員会事務局（八東庁舎）　☎84－1227

『消さないで あなたの心の 注意の火』を標語に、
3月1日㈭から7日㈬までの1週間、全国一斉に春の火
災予防運動を実施します。

みなさん火の取り扱いには十分注意し、「火の用心」
を心がけましょう。

「春の全国火災予防運動」を実施します

《おもな動き》
２／９
●第11回農業委員会
議　　事
１．競売適格証明願いに伴う専決処分の承認 3件
２．農地法の規定による許可申請
　・第3条（所有権移転） 　　　　　　　 2件
　・第4条（所有権移転、転用） 　　　　 1件
３．非農地証明　　　　　　　　　　　　 1件
４．農用地利用集積計画の決定　　　　 149件
５．農地法第20条第1項の規定による許可申請 　1件

報告事項
・農地法第20条第6項（合意解約） 　　　 3件
・農業用施設建設に伴う届出　　　　　　 1件

ごみを捨てたのは誰だ !! 不法投棄は許されない行為です
最近、心ない人が河川などにごみを捨てているようです。投棄されたごみは周囲の環境を損ない、また撤去するには

多くの労力とお金がかかります。土地の管理者にとっても迷惑きわまりない話です。不法投棄は犯罪ですので、投棄者
が判明すれば警察に通報します。また、通りすがりに近くのゴミステーションにごみを出す人がいるようです。そのよ
うな場合、たいてい分別が出来ておらず、ステーションの管理者に迷惑がかかっています。ルールとマナーを守って、
ごみは正しく決められたゴミステーションに出しましょう。

【訃報】池本征人氏ご逝去
池本征人（坂田）八頭町消防団統括団長が2月5

日、逝去されました。享年63歳でした。
謹んで、お悔やみ申し上げます。
池本統括団長は、昭和37年4月に旧船岡町の消防

団に入団以来、分団長、副団長と要職を歴任され、
平成15年4月に船岡町消防団長に就任されました。

さらに、平成17年3月31日の合併により八頭町消
防団が組織されるとともに統括団長に就任され、八
頭町民の生命、財産を火災などの災害から守るため
の責任者として、日夜ご尽力をいただきました。

ここに改めて哀悼の意を捧げ、ご冥福をお祈りし
ます。

例年、3月下旬から4月は、年金相談の窓口が大変
混雑します。

鳥取社会保険事務所では、次の時間に年金相談を
お受けしていますが、比較的混雑の少ない平日の午
前8時30分から10時頃までと、午後3時以降、及び第
2土曜日をご利用ください。

また、第2土曜日は、年金相談時間の予約をお受
けしています。
□平　　　日　午前8時30分～午後5時15分
※但し、第2月曜日は午後7時までお受けしています。
（月曜日が祝日の場合は火曜日）
□第２土曜日　午前8時30分～午後4時
詳しくは鳥取社会保険事務所　鳥取市扇町176
（☎0857－27－8311）まで。

国民年金相談窓口の受付時間

ひとり親家庭の皆様へ
メールマガジンを配信しています

日ごろ仕事などで相談窓口を利用しにくい母子家
庭、父子家庭及び寡婦の方を対象に、メールマガジ
ンで情報提供を行っていますので、ぜひご利用くだ
さい。
◇メールマガジンの内容

ひとり親家庭の皆様の子育てや生活に役立つ情報
・ひとり親家庭支援制度や子育て支援制度の案内
・相談会やイベント等の開催案内など

◇メールマガジンの配信時期等
毎月２回程度配信予定

◇メールマガジンの登録方法
メールマガジンの配信を希望する場合は、携帯電
話（またはパソコン）から次の宛先にメールを送
信してください。
⑴宛　先　hitorioya@tottori-wel.or.jp
⑵題　名　メルマガ登録
⑶本　文　性別、お住まいの市町村、お子さんの

　　　　年代をお書きください。
※記載例：女、八頭町、小学生と中学生

⑷パソコンを利用の場合は、ホームページ「ひと
り親家庭お役立ちサイト」から登録できます。
（http://www.tottori-wel.or.jp/hitorioya/）

【お問い合わせ先】
財団法人鳥取県連合母子会事務局
 ☎（0857）59－6344

お
め
で
た

郡
家
地
域

誕生日 なまえ ところ おとうさん・おかあさん

１月10日 川瀨　祐
ゆ う き

輝 （下峰寺）修　一・　泉　

10日 森𦚰　雅
ま さ や

也 （フローラル）　勲　・重　子

17日 三木　竣
しゅんすけ

介 （土師百井）俊一郎・明　子

18日 安部　 亮
りょう

 （福　地）正　則・久美子

28日 西尾　來
く る み

笑 （郡家北）徹　之・裕　子

30日 宮脇　壮
そ う し

史 （フローラル）宏　和・友　美

31日 谷口　 樹
いつき

 （フローラル）大　輔・架乃子

２月１日 中山　叶
か な た

大 （郡家東区）卓　生・亜　希

３日 高木　光
こ う き

希 （郡家西区）浩　幸・順　子

八
東
地
域

１月30日 藤田　かな （新興寺）　孝　・裕　子

31日 西山　和
か ず き

輝 （北　山）孝　顕・千華子

お
く
や
み

郡
家
地
域

日付 名　　前 ところ 年　齢

１月15日 田中　市郎 （野　町） ８９歳

15日 荒西　 收 （市　場） ７８歳

18日 小出　壽枝 （郡家東区） ７９歳

19日 中本　德親 （上大坪） ７７歳

25日 前土居泰𠮷 （下峰寺） ８８歳

25日 大嶋　幸雄 （下門尾） ６７歳

28日 岡垣　 弘 （落　岩） ７２歳

31日 西村　一義 （下峰寺） ６８歳

２月７日 岸本　秋代 （稲　荷） ８３歳
船
岡
地
域

１月14日 松田　節子 （隼郡家） ７４歳

21日 𠮷中　行人 （坂　田） ８０歳

23日 北尾　信子 （上　町） ８１歳

31日 小嶋　友一 （上　町） ７２歳

２月５日 池本　征人 （坂　田） ６３歳

６日 田中　省吾 （船岡殿） ９０歳
八
東
地
域

１月10日 藤田　一隆 （新興寺） ５９歳

11日 内田とよ子 （用　呂） ９１歳

14日  濵 　 豊 （　中　） ８０歳

21日 太田章太郎 （富　枝） ７３歳

22日 木原　幸男 （日下部） ８０歳

24日 下山　 雄 （日　田） ８６歳

26日 小林　愛子 （日下部） ９５歳

住宅防火いのちを守る７つのポイント
『３つの習慣・４つの対策』

【３つの習慣】
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

【４つの対策】
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する。

○寝具、衣類、カーテンなどからの火災を防ぐ
ために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器等を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

犬の飼い主のみなさんへお願い！
犬のフンの不始末はマナー違反です

最近、道ばたや公園、住宅の敷地などに犬のフ
ンが放置されていて大変困っているという苦情が
多く寄せられています。

犬を散歩させる時のフンの後始末は、飼い主と
して当然のマナーです。

住民の方の迷惑を考えて、飼い犬のフンはきち
んと後始末するようにしましょう。
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男女共同参画啓発シリーズ㉒

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用し印刷しています。

男女共同参画社会とは５つの「や」
男女共同参画社会のめざす方向を５つの

「や」でまとめてみると・・・。
○やわらかい社会
○やりたいことができる社会
○やり直しのきく社会
○やすらぎのある社会
○やさしく楽しい社会
　男女共同参画でこのような社会をつくり
ましょう。

八頭町とNHK鳥取放送局では、八頭町合併２周年を記念
して、ラジオ番組「真打ち競演」の公開録音を実施します。

この番組では、漫才、漫談、落語などの構成で出演者が自
慢の演芸を披露します。「これぞ真打ち！」という名人芸をた
っぷりとお楽しみください。

入場をご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

八頭町合併
２周年記念

ラジオ公開録音

ＮＨＫ真打ち競演
主催　八頭町・ＮＨＫ鳥取放送局

日　時

会　場

出　演

入場申込

平成19年4月21日㈯
開場：午後5時30分　開演：午後6時
終演：午後8時（予定）

八東体育文化センター
（八東中学校となり）

入場は無料ですが、入場整理券（1枚 2名
様まで入場可）が必要です。往復はがきに所
定の事項を記入してお申し込みください。詳
しくは『八頭町合併２周年記念「真打ち競演」
公開録音』の案内ちらしをご覧ください。

おぼん・こぼん

会場付近の駐車場は限られていますの
で、乗り合わせや公共交通機関のご利用
をお願いします。

お願い

【お問い合わせ先】
　■八頭町役場総務課　☎（0858）76－0201
　　※平日　午前8時 30 分～午後 5時 30 分
　■NHK鳥取放送局　☎（0857）29－9209
　　※平日　午前10時～午後 6時 30 分

出演者
三遊亭金馬（落語）
おぼん・こぼん（漫才）
他４組が出演予定

※出演者等最新情報は八頭
町ホームページに随時掲載い
たします。


